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深層学習を利用した画像からの物体検出技術に関する研究 

 
⾦⾕典武 

 
１ 目的 

機械製品および電気・電⼦製品の製造⼯程において、外観検査を⾃動化したいという要望がある。
これらを実現する⼿法の⼀つとして、画像処理技術が利⽤されている。⼈⼯知能（ＡＩ）技術が 2012
年頃から急速に発展したことにより、画像処理技術や物体認識技術についても⾶躍的な進歩があった。
この⾶躍的な進歩に対応するため、当センターにおいてもＡＩ技術に関する取り組み１）２）を⾏ってい
る。本研究では、これまでの研究内容を継続し、深層学習による物体検出技術の研究を⾏った。 

 
２ 実験結果 

令和２年度の研究開発２） で利⽤していた実験⽤プ 
ログラムの変数等を変更し、機械学習を⾏った。その 
後、学習させたニューラルネットワークのパラメータ 
を認識⽤ソフトウエアに組み込み、物体検出の実験を 
⾏った。物体検出の対象は、令和２年度に実施した実 
験結果と⽐較するため、⻑さ 8mm, 12mm, 20mm の 
３種類のＭ５ネジとした。実験結果を表１に⽰す。正 
解数は、正しく検出対象を検出した数、検出漏れは検出対象を⾒落とした数、誤検出は検出対象以外
のものを誤って検出した数を⽰している。真値総数は、検出対象の総数である。正解数、検出漏れの
数に変化はないが、誤検出の数が僅かに減少するという結果が得られた。 
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表１ 実験結果の⽐較 
 令和２年度 令和６年度 

真値総数 ３０６ ３０６ 
正解数 ３０６ ３０６ 

検出漏れ   ０   ０ 
誤検出  １３   ９ 
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